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はじめに 

 
平成 28 年度（2016 年度）の福島大学における FD 活動の全体を、ここにまと

めてご報告いたします。	

内容としては、FD 宿泊研修に始まり、各学類・研究科の FD 活動の紹介、ア

ンケートの集計結果等、昨年度とほぼ同様のものとなります。	

	

FD は、広義には、教育のみならず、研究、大学の管理運営、社会貢献、大学

教員としてのキャリア開発等、大学教員に求められる資質・能力全般の開発を

指しますが、今日では「教育改善」という狭義の意味で用いられることが一般

的となっています。	

	

この『福島大学 FD 活動報告書』においても、教育改善に焦点を絞って全学、

及び各学類・研究科の FD 活動を紹介していきます。	

	

『福島大学 FD 報告書』が「報告書」である限りにおいて、それぞれの活動に

価値判断を行うことは適切ではないと思われます。他方で、全学、各学類・研

究科の多様な FD 活動には、相互に参照・共有すべき素晴らしい取り組みが多数

存在しています。	

	

この『福島大学 FD 活動報告書』を通して、福島大学において実践される多様

な FD が発掘・共有され、福島大学における教育がより良いものへと改善されて

いくことを心より願っております。	

	

福島大学教育企画委員会	
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１．FD 宿泊研修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 28 年度 FD 宿泊研修記録 
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平成 28 年度 FD 宿泊研修記録 

 
テーマ：「教育改善を考える〜授業アンケートをつくろう〜」  
日	 時：平成 28 年９月 24〜25 日  
場	 所：二本松市岳温泉	 あづま館  
 
❏  FD 宿泊研修の趣旨と目的  
	 FD 宿泊研修は、学生と教職員が一堂に会し、授業改善等の大学教育の質の向上について
集中的に話し合う合宿の機会を設けることで、学生の声を取入れた大学づくりを進めるこ

とを趣旨としている。また、FD 宿泊研修では、普段交流することの少ない、教職員同士、
教職員と学生、学生同士の交流の促進や、各々が大学をふり返り、自らの課題や成長に必

要なことを確認する機会とすることも企図している。  
 
❏  テーマ「教育改善を考える〜授業アンケートをつくろう〜」  

FD 宿泊研修第１回・２回では、当該研修での議論の結果が「キャリア形成論」に繋がっ
ている。他方、近年の FD 宿泊研修は、参加者・外部評価等からの好評を得ているものの、
具体的な教育改革に繋がっているとは言い難い。そこで、今年度の FD 宿泊研修は、議論
の成果を具体的な教育改革へ繋げることを企図したい。  
	 福島大学では、「教育改善のための学生アンケート（以下、授業アンケート）」を実施し

ている。これまでの改善として、１）自由記述欄の統合、２）質問項目の精選、３）科目

別設問欄の追加、４）アンケートの隔年実施とフィードバックレポートの導入を実施した。  
	 しかしながら、授業アンケートの設問の改訂に関しては、なお課題が残されている（H27
年度教育企画委員会）。そこで、今年度の FD 宿泊研修において、学生と教職員の声を取入
れて授業アンケートの在り方や具体的な設問について検討する。  
 
❏  スケジュール  
1 日目  
	 13：00〜	 趣旨説明  
	 13：05〜	 話題提供  
	 13：30〜	 個人ワーク  
	 14：00〜	 グループワーク  
 
2 日目  
	  9：00〜	 報告会  
	 10：30〜	 総括討論  
	 11：00〜	 閉会  
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❏  FD 宿泊研修会概要  
 
【1 日目】  
13：00【第 1 セッション】趣旨説明・話題提供  
	 ｜	 趣旨説明：授業アンケートの改訂のために（5 分）  
13：05 
	 ｜	 話題提供：福島大学における授業アンケートの現状（15 分）  
13：20 
	 ｜	 個人ワークの方法の説明（10 分）  
13：30【第 2 セッション】個人ワーク  
	 ｜	 個人ワーク：KPT ワークシートへの書込み（20 分）  
13：50【休憩①】  
	 ｜	 休憩（10 分  ＊個人ワークが終わっていなければ継続可能）  
14：00【第 3 セッション】グループワーク①  
	 ｜	 アイスブレーク：KPT の共有（5 分×4 名＝20 分）  
14：20【グループワーク②】  
	 ｜	 ディスカッション：模造紙への書込み・たたき台の作成（90 分）  
15：50【休憩②】  
	 ｜	 休憩（10 分）  
16：00【グループワーク③】  
	 ｜	 ワールド・カフェ：ラウンド①（30 分）・ラウンド②（30 分）  
17：00【グループワーク④】  
	 ｜	 プレゼン資料作成：授業アンケートの作成（90 分）  
18：30【1 日目終了】  
 
 
【2 日目】  
09：00【第 4 セッション】報告会  
	 ｜	 プレゼンテーション（13 分×7 グループ＝91 分）  
10：30【総括討論】  
	 ｜	 教育企画委員会への提案内容に関する議論（20 分）  
10：50【閉会行事】  
	 ｜	 閉会挨拶（10 分：中井学長）  
11：00【2 日目終了：帰学】  
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❏  FD 宿泊研修成果物  
・A グループ案  

 

教育改善のための学生アンケート 
 

福島大学教育企画委員会 
◆このアンケートは、本学の教育改善のため、委嘱した学生評価委員のみなさんにご協力をいただいて実施するものです。 
◆このアンケートの集計結果の取り扱いについては、次のとおりです。 
①各科目の集計結果は、それぞれの授業担当教員にフィードバックされます。 
②共通科目は各科目グループに分類し、科目グループ単位の集計結果を報告書において公表します。 
③専門科目は学類ごとに集計し、その集計結果を報告書において公表します。 
④報告書は福島大学ホームページにて公開しています。 

 
Ⅰ．（１）学籍番号の最初の５桁を記入してください。 

（統計処理上、所属と学年を把握するためです） 
 
Ⅱ．この授業についてのあなた自身の取り組みについておたずねします。 

  （２）この授業にどのくらい出席しましたか。 

   １．毎回出席した  ２．2/3以上出席した  ３．半分以上出席した  ４．出席は半分未満だった 
 
  （３）授業時間以外にこの授業に関して１回の講義あたり平均してどのくらい予習、復習、あるいは関連の学習をしましたか。 

   １．３時間以上  ２．２～３時間未満  ３．１～２時間未満 
   ４．３０分～１時間未満  ５．３０分未満  ６．０分（何もしなかった） 
 
  （４）その方法は、どのようなものですか。 

 

 
【以下の各設問については、次の区分により評価をし、該当する評価ポイント５～１のいずれかを記入してください。】 
４：はい  ３：ややそうだと言える  ２：あまりそうとは言えない  １：いいえ 

 
Ⅲ．この授業に関して次の（５）～（10）の項目について評価ポイント４～１のいずれかの数字で答えてください。 

（５）この授業の教材・配布資料・使用テキストは適切でしたか。 

（５）  その理由 
 

 
（６）この授業の教育の方法（講義のわかりやすさ、質問への対応等）は適切でしたか。 

（６）  その理由 
 

 
（７）この授業のシラバスの記述内容は適切でしたか。 

（７）  その理由 
 

 
（８）この授業はシラバスの内容に沿って行われていましたか。 

（８）  その理由 
 

 
  （９）この授業をとおして、学問的な関心が深まりましたか。 

（９）  その理由 
 

 
  （10）総合的にみてこの授業は期待どおりでしたか。 

（10）  その理由 
 

 
Ⅳ．あなたが、この授業を通じて学んだことで、特に印象に残っているのはどのようなことですか。 

  授業への感想や意見も含め、自由にご記入ください。 

 

 

Ⅴ．その他、授業担当者からの質問があった場合には、以下の欄に回答をご記入ください。 
 

授業コード番号         

（１）      

（２）  

（３）  
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B グループ案  
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C グループ案  
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D グループ案  
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E グループ案  
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F グループ案  
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